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1 医師 無 有 英語
2 医師 有 加・米 1年・3年 有 英語
3 医師 無 有 英語
4 医師 無 有 英語
5 医師 無 有 英語
6 医師 無 有 英語
7 医師 無 有 英語
8 看護師 無 無
9 看護師 無 無
10 看護師 無 無
11 看護師 無 無
12 看護師 有 仏 2～ 3年 有 仏語
13 看護師 無 無
14 看護師 無 無
15 看護師 無 無
16 助産師 無 無
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2． 医療通訳者不在時の外国人患者や家族とのコミュニ
ケーション
　通訳者不在時の外国人患者や家族とのコミュニケー
ションでは，身振り・手ぶりや翻訳アプリ，音声翻訳機
などのデバイス利用の他，電話通訳や日本語のできる親
族・知人による通訳，希少言語の話せる留学生による通
訳が利用されていた．電話による医療通訳は，「対面通
訳と比べて，①即時性がある，対応可能な地域が限定さ
れない，③対応可能な言語の幅が広いなどの特徴があり，
利便性が高いものの，医療機関における認知度はまだ十
分でない」とされ，医療機関における外国人患者受入れ
環境整備推進事業として，電話医療通訳の利用促進事業
が進められている．（厚生労働省，2019，p9）サービス
提供は，電話回線による通訳だけでなく，タブレット等
によるビデオ通訳，スマートフォン等による多言語音声
翻訳アプリ等と合わせて，今後急速に精度を高め発展す
ることが予測される．医療機関の認識を広めるとともに，
各施設でサービス利用がしやすい環境の整備が重要であ
ると考える．
3．開発・改善に関する要望
　本調査では，医療通訳を利用した経験に基づく8種類
の要望が明らかになった．これらの要望は，先行研究や
本調査で示された課題と関連しており，「外国人患者の
受入れ体制の整備に関する研究」研究班により示された
「外国人患者の受入れのための医療機関向けマニュアル」
（北川，2020）で，改善に向けた取り組みが具体的に示
されている．しかし，これらの知識や情報の普及，体制
整備は今後進められる必要がある．医療従事者にこのマ
ニュアルの存在を周知するとともに，【外国人対応マニュ
アルに沿って対応するためのサポートの要望】にあるよ
うに，現場でそのマニュアルに沿って対応できるような
環境を整備することが不可欠であると考える．
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